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八配位の新型化合物 [Ce(X-Salen)2] と，これを Ln=La， Pr , Nd , Tb , Dy , Ho , Er , Eu , Tm , 
に拡張した同型の pipH[Ln(H-Salen)2] ; pipH= ピペリジニウムイオンを合成し，アンチプリズム構
造をX線解析で確定した。
ウラニル錯体， U02 (X-Sal , R.H)2 (NOふを合成した。シッフ塩基が陰イオンにならないで，分子
のまま配位する新奇な化合物であった。
(2) シッフ塩基ニッケル(ll) と銅 (ll) 錯体の異性体単離
単離に挑戦して，異性体(反磁性・常磁性)化合物群を合成した。同様にシッフ塩基銅 (ll) 錯体











セミカルパジドと 2 個のサリチルアルデヒドが縮合した1， 4- ジサリチリデンセミカルパジド
(H3 S S S) を含む，新奇型の M Ni (S S S) (M=Li+ , Na+ , K+ , Rb+ , Cs+) と Ni (S S S) を
合成し， X線解析でC(O)N=CHの存在を確認し， N i (X-Salen) 型と比較した。 Co( I), Cu (ll) , 
Pd(ll) の錯体も同様の鋳型反応を用いて合成に成功した。
論文審査の結果の要旨
本論文では，サリチルアルデヒド型シッフ塩基 Ni(ll) および Cu(ll) 錯体の新合成法を開発し，従
来の Sacconi らの配位構造異性体に関する定説を覆した。またシッフ塩基八配位ランタノイド錯体を見
いだした。さらにアミドとのシッフ塩基の拡張型 Cu(ll) ， Ni(ll) , Co(ll) , Pd(ll) 錯体の合成に初め
て成功した。これらの錯体合成の研究には，錯体化学の基礎研究に寄与する成果が多く含まれている。
よって，本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるO
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